
2022年度(令和4年度) ６月 7月～9月 10月～12月 2023/1月～3月

「
お
で
か
け

　
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
」

　
の
活
用

①分析ツール 
 来訪地分析、発地分析、
 属性分析、前後別周遊分析

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
（
人
材
育
成
）

②ワークショップ

実
証
事
業
・
詳
細
分
析

③実証事業     
④詳細分析  

●6/22
 説明会

ワークショップ実施  30名程度×8回
 各広域観光組織、高知市
 地域観光課（デジタル担当、広域チーム） 
 観光政策課動態調査担当 ほか
 

＜令和４年度高知県デジタルデータ活用事業（分析～評価～課題発見～企画立案～実践ができるデジタル人材を育成）＞

令
和
５
年
度
も
事
業
継
続
（W

S

参
加
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
定
着
状
況
・
事
務
事
業
の
見
直
し
等
を
ふ
ま
え
予
算
を
増
減
）

実証事業 ５回程度実施

分析ツールで観光客の行動パターンを日常的に観測し、課題発見や仮説立案の能力を身につける

●7/19
 WS①
 ツール演習

●7/28
 WS②
 ツール演習

●９/28
 WS③
 資料作成演習

上半期の結果を踏まえ
R5当初予算見積へ反映

仮説立案 事業検討 実証事業 効果検証

【進捗例１】 仮説立案 事業検討 実証事業 効果検証

●12/5
 WS⑤
 ツール演習

●3月
 WS⑧
 最終報告会
 ※市町村の
 視聴を想定

●11/1,2
 WS④
 ツール説明会

分析ツールを活用しながら、
各広域観光組織の事業計画も鑑み、
実証事業の内容を検討。

【進捗例２】

＜広域＞
 R5年度事業計画
 への反映

広域エリアのイベント等の入込客の発地、属性等を分析し、ターゲット
（地域、年代）を絞り、スマホアプリ上で広告を実施
【対象イベント等】
 仁淀ブルー体験博（仁淀川）、れいほくｸー ﾎ゚ ﾝｷｬﾝﾍ゚ ﾝー（嶺北）、
 ものべがわﾌｪｽﾀ（物部川）、桂浜ﾘﾆｭー ｱﾙ（高知市）

12月中旬～奥四万十：愛媛県からの流入促進（温泉郷ｽﾀﾝﾌﾟﾗﾘｰ）
１月下旬～ 東部：ﾛｲﾔﾙﾎﾃﾙ土佐からの域内周遊促進
検討中       幡多：愛媛からの流入促進

・県内外2,000スポットまで登録（1,592スポット登録済み）
 （観光スポット、駅・空港、SA・PA、宿泊施設、飲食店等）
・来訪地分析・発地分析：2019年1月以降のデータ
・属性分析・前後別周遊分析：2021年1月以降のデータ

必要に応じて詳細分析
（人流データ、検索データ、

宿泊データ）

必要に応じて詳細分析
（人流データ、検索データ、

宿泊データ）

●2月
 WS⑥
 県内周遊
 ﾊﾟﾀｰﾝ分析

7月中旬
仮運用

9/15～
本格運用

【9～10月】
実証に向けて
個別フォロー

3月まで
 2期間比較

10/6～
ジャンル適用

10/27～
クロス分析

【11～12月】
誘客促進広告【8月】

実証に向け
全広域に

ヒアリング

仮説
立案

事業
検討

実証
事業

効果
検証11/1～12/31

　デジタルデータを活用した地域観光の推進（デジタルデータ活用人材等育成事業）
観光振興部
地域観光課

●2月
 WS⑦
 効果検証
 進捗共有

2/15～
2,000ｽﾎﾟｯﾄ

参考資料４



（１）効果的なPR （２）拠点施設への誘客強化 （３）広域内での周遊促進 （４）滞在時間の延長

入
手
す
べ
き

デ
ー
タ

①発地（都道府県）
②属性（年代、性別）
③年度、季節別①、②

①発地（都道府県）
②属性（年代、性別）
③周辺への来訪状況
④周遊動向（前後の立寄先）
⑤季節、曜日毎の施設来場者

①発地（都道府県）
②属性（年代、性別）
③周遊動向（前後の立寄先）
④滞在時間（流入出時間帯）
　※破線はデータ取得に別途料金が必要

①発地（都道府県）
②属性（年代、性別）
③周遊動向（前後の立寄先）
④滞在時間（流入出時間帯）
⑤旅程（宿泊人泊数）

分
析
ポ
イ
ン
ト

○発地、属性のクロス分析
・ターゲット（年代、性別）を絞り込み、
効果的な情報発信先を選定
○年度、季節別の企画の検証
・過去入込数から集客力のある企画を
分析

（１）に加えて
○誘客のカギとなるスポットの把握
・入込数の多い施設の抽出
・県外客に訴求できる県外施設の抽出
○閑散期対策の分析
・季節別、平日、休日の入込者情報を抽出

（２）に加えて
○域内の周遊先となるルート・スポット分析
・集客力の高いルートと周辺スポットを抽出
・域内から出るルートや域外での最初の立寄先
の抽出

（３）に加えて
○流入出時間帯、宿泊状況の把握
・前後の立寄スポットや域内での滞在時間帯
を把握し、親和性のあるコンテンツを分析
○一箇所あたりの滞在時間把握

分
析
に
基
づ
く

活
用
策

○ターゲットを絞った効果的な情報発信
・入込数の比率の高いまたは低いエリア
や年代等ターゲットを絞った情報発信
○集客力のある企画の開催
・過去の集客力のある企画を基にター
ゲットを分析し、新たな企画の検討

○誘客のカギとなる施設等との連携
・相互に情報発信、割引企画の実施
○閑散期対策の実施
・繁忙期・閑散期、属性に合わせたキャンペー
ン等の実施

○集客力の高いルートを活用した施策の展開
・集客力の高いルートを基にした新ルートの作成
・域内の代替スポット、立寄スポットのマップ作成
等による誘導
・人気周遊ルート周辺でのグルメイベントや割引
企画の実施
・観光客が立ち寄る機会の多い域外のスポット
でのタビナカ情報の発信

○延長施策の展開
・滞在時間帯に対応できる体験（当日予約
可能等）の紹介
・流入時間や流出時間を延ばす企画（朝市
体験、星空案内等）を提供

＜スケジュール＞
R4 R5 R6

人
材
育
成

 活
用
策

○デジタルデータ活用事業
デジタルデータベース(おでかけウォッチャー)の整備
基礎力養成WSの実施

　（分析ツール操作、データ活用　など）

○観光地域づくり人材育成事業
滞在型観光プラン整備計画の拡充、見直し

　（地域コーディネーターの伴走支援によるフォローアップ）

企画力向上WSの実施
　　（情報・進捗・成果の共有）
滞在型観光プラン整備計画の拡充、見直し

○デジタルデータ活用事業
実証事業（ターゲットを絞ったイベントや宿泊
ｸｰﾎﾟﾝ活用事業への効果的な誘客促進等）

○観光地域づくり人材育成事業
滞在型プラン整備計画に沿った実証事業の実施（コンテンツの
充実とモニターツアーの実施）

滞在型プラン整備計画に沿った実証事業
　　　各広域観光組織での周遊促進、滞在時間延長、観光消
　　費額拡大に向けた実証実験
　　　・東部：旅の目的地化（コンテンツの充実）
　　　・物部川：ファミリー層の獲得、情報発信　　　　　
　　　・仁淀：仁淀川プラスワン滞在時間の延長
　　　・幡多：観光×SDGｓの商品造成
　　　・れいほく：あす遊べるコンテンツ開発、PR
　　　・奥四万十：宿から施設・体験へ周遊促進

既存プランの磨き上げ

企画立案WSの実施
　　（現状・課題をもとに企画立案）
滞在型観光プラン整備計画の拡充、見直し

滞在型プラン整備計画に沿った実証事業及び
具体的な取組の展開
各広域観光組織での周遊促進、滞在時間延長、
観光消費額拡大に向けた取組の実施

既存プランの磨き上げ

○四国南東部広域観光連携協議会での実証事業
　　東観協と四国の右下DMOとの連携による四国南東部を対象
　とした周遊プランを検討

　
　
　
　
　
デ
ー
タ
に
基
づ
く

　
　
　
　
　
観
光
施
策
の
展
開

事
業
統
合

　
　
　
　

＜活用方法＞
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